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喜界島方言の動詞継続相のアクセント
上野善道・西岡敏
［要旨］喜界島方言の《～している》意を表わす動詞継続相は、大部分の集落で通常相とは
別の新たなアクセント型をとる。その通常相//継続相のアクセント交替パターンと地理的分
布を明らかにし、その交替が語幹末子音の合流と相補的関係にあることも示す。
［キーワード］喜界島方言、動詞、継続相、アクセント、語幹末子音
１問題点
喜界島諸方言の名詞のアクセント体系は、その音調型に集落差が大きく、類の統合の仕方
にも違いがあるものの、佐手久(さで〈)集落の３型アクセントを除けば、いずれも「２型ア
クセント」である。たとえば、役場などの行政機関がまとまっている湾(わん)集落の名詞の
アクセント音調型は(1)のようになっている。
（１）湾方言の名詞のアクセント音調型
Ｉ：「Ｋａ《子供》Ｋａ｢ngami｢ｄｕ《水》
Ⅱ：「numi。《蚤》
「numi…《蚤》
｢、i｣。ｕ｢nga
｢ｎｕｍｉｍｇａ。
｢numinga…
｢ｗｕ」、ａ｢ｎｇｕ
ｈａ｢Ｔａｍａｏ
ｈａ｢Ｔana…
，
，
，
女
刀
刀
く
く
く
｢ｗｕｎａｍｇｕ「ｎｇａ
ｈａ｢Ｔａｎａｍｇａｏ
ｈａ｢Tananga…
ここでの表記は、パソコンでの入力を考慮した上野・西岡(1994.以下「前稿｣)の方式に
従っている。ｎｇａは［ワa]で、主格助詞である。音調（の変動）は、「＝上昇､」＝下降の記
号で表わす。また「｡」は言い切りの印、「…」は接続の印で、Ⅱ系列だけがこの交替を起こ
す。Ｉ系列の音調にはこの交替現象はない。
見やすさを考慮して、●＝「高｣、○＝「低」の方式で(1)の音調型だけを表示し、核によ
る解釈も加えると(2)のようになる。付属語の音調型はそれぞれ▲、△で表わす。４拍語の例
（ImiduKumi《水汲み》、ⅡmuCjigumi《もち米》など）も追加する。
（２）湾方言の名詞のアクセント体系
Ｉ：●○▲○●●○▲●○●●●○▲
Ⅱ： 「●○。「●●△。○｢●○・○｢●●△。
「●●…「●●▲…○｢●●…○｢●●▲…
●●○●●●●○▲
●○｢●○。●○｢●●△。
●○｢●●…●○｢●●▲…
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(2)に併せて表記した/｢/は、音韻表記としての「昇り核」を表わす。Ⅱの言い切り形と接
続形は音韻的に同形で、ともに「単語」（名詞）の次末拍（語末から２拍目,－②）に核があ
り、そこが高くなる。核の後は、言い切りでは文節の末位拍だけが「低｣、接続では文節末
まで「高」となる。核の直前の拍は「低」で、その前があればすべて「高」になる。一方、
Ｉは「文節」の次末拍だけが「低」という規則で決まる無核型（＠）である。もとより、音
韻表記としては●や(それに対する)○は不要で、／○○,｢○○/などで十分であるが、分かり
やすさを考慮して、適宜●○と組み合わせて用いていく。
ところが、動詞では、基本的に名詞のアクセントパターンと一致しながらも、北部諸方言
一小野津(おのつ)、佐手久、およびそれに志戸桶(しとおけ)を加えてもよい－を除くすべて
の集落で、それに納まらない新しい型が現われるく注1>・それが我々が「継続相」と呼ぶと
ころの、継続・完了の《～ている》を表わす語形のアクセントである。湾集落の例を本稿の
資料篇である前稿から引いて示すと、次の(3)のようになる。Ｉ、Ⅱは、通常相に基づいて付
けてある。●○の表記も併記する。なお、一Ｎと－riの相違はアクセントと無関係で、ｔｕ
｢du｣Ｎ、「nudu｣Ｎ等もあるはずである。
（３）湾方言の通常相と継続相の音調型
ＩＨ１
通常相：「tu｣bi｢Ｎ《飛ぶ》、u｢mi｣Ｎ《飲む》「'uKu｣ri｢Ｎ《送る》
継続相：ｔｕ｢｡u｣ｒｉ 「ｎｕｄｕ｣ｒｉ 「，u｣Ｋｕ｢Ｔｕ｣ｒｉ
通常相：●○●○｢●○●●○●
継続相：○｢●○「●●○●○｢●○
Ⅱ
｢､u｣ba｢su｣Ｎ《延ばす》
、u｢baCju｣ｒｉ
●○｢●○
○｢●●○
すなわち、通常相と継続相の間のアクセントの関係は、
ａ）通常相がＩ系列の継続相はⅡ系列の形（次末拍一②に核/､u｢miN=tu｢duri/）をとり、
ｂ）通常相がⅡ系列の継続相は/｢○○○,○｢○○○/というアクセント型(－③)をとる
となっているのである。後者に現われる「前次末拍（語末から数えて３拍目）有核型」は、
名詞単独形にはなかった第３の型である。これを含めると、湾方言は、単語レベルでは＠型、
－②型、－③型の「３型アクセント」の体系ということになる。そして小野津を除く他の諸
方言もまた、動詞を含めた全体としては３型アクセントと認定される。
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２通常相と継続相のアクセントパターンの分類
２．１通常相と継続相のアクセントパターン
島内における通常相と継続相のアクセントパターンは、語形成とアクセントの観点から、
(4)の８種に大別きれる。Ｉ、Ⅱは、動詞の場合、「金田一の類」のそれぞれ第１類、第２類
に当たる。「通」は通常相、「継」は継続相を表わす。拍数は通常相に基づいているが、対応
する共通語形よりは１拍多く、３拍語には共通語の２拍語(｢着る、見る筆聞く、書く」な
ど)が、４拍語には同じく３拍語(｢上げる、下げる筆上がる、下がる」など)が、５拍語には
４拍語(｢始める、流れる筌始まる、集まる」など)がそれぞれ属する。音調型は、煩を厭っ
て言い切り形のみを掲げる。核表示は省略する。各パターンをとる具体的な地点名は後褐す
る。複数話者を対象としているＣ型（志戸桶）とＥ型（小野津）は、前稿の話者(1)の資料を
原則として用いる（ｃの／は個人差を表わす)。ただし、小野津の話者(1)で通常相が欠けて
いるところは話者(2)で補う。
(4)通常相と継続相の音調型タイプ
３拍
●○●
●○●○
４拍
●●○●
●●○●○
５拍
●●●○●
●●●○●○
Ａ型１通
Ｉ継
Ⅱ通○●○
Ⅱ継○●○○
●○●○
●○●○○
●●○●○
●●○●○○
Ａ′型１通●○●
Ｉ継●○●○
●●○●
●●○●○
●●●○●
●●●○●○
Ⅱ通○●○
Ⅱ継○●●○
●○●○
●○●●○
●●○●○
●●○●●○
Ｂ型１通●○●
Ｉ継○●○
●●○●
●○●○
●●●○●
●●○●○
Ⅱ通○●○
Ⅱ継●○○
●○●○
○●○○
●●○●○
●○●○○
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Ｂ’型１通●○●
Ｉ継○●○
●●○●
●○●○
●●●○●
●●○●○
Ⅱ通○●○
Ⅱ継●●○
●○●○
○●●○
●●○●○
●○●●○
Ｂ"型１通●○●
Ｉ継○●○
○●○●
●○●○
○●●○●
○●○●○
Ⅱ通○●○
Ⅱ継●●○
●○●○
○●●○
○●○●○
●○●●○
Ｃ型１通●●○
Ｉ継●●○
●●○○
●●○○
●●○○○
●●○○○
Ⅱ通○●○<注2〉
Ⅱ継●○●(1)/○●○(2)
●○●○
●○●○
●●○●○
●●○●○
Ｄ型１通●●○
Ｉ継●●○
●●○○
●●○○
●●●○○
●●●○○
Ⅱ通○●○<注2〉
Ⅱ継○●○
●○●○
●○●○
●○○●○
●○○●○
Ｅ型１通○●○
Ｉ継○●○
○●○○
○●○○
○●○○○
○●○○○
Ⅱ通●○●
Ⅱ継●○●
●○○●
●○○●
●○○●○
●○○●○
それぞれのアクセントパターンをもつ地点は(5)の通りである。？が付いている地点は、調
査が不完全であるために詳細は不明であるが、おそらく当該の型に属するものと見て含めて
あるく注3>・具体的な分布は、地図１を参照。Ｃ型（志戸桶）とＤ型（佐手久）は地理的順
序と一致しないが、志戸桶が通常相//継続相に応じたアクセントの対立を一部ではあるが
－１４８－
Hosei University Repository
もっている話者がいるので、Ｂに近いレッテルを与えた。複数の地点が同一の型に属する場
合は、以下の記述では、(5)の括弧内の地点で代表きせる。
タ
グ
剴
切
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｊ
■
ｌ
、 各タイプとその地点
型：川嶺
型：上嘉鉄
型：嘉鈍、白水?、塩道（塩道）
型：伊砂、坂嶺、中熊、先内、大朝戸?、島中、滝川、城久、池治、赤連、湾、
中里、羽里、手久津久、花良治（羽里）
型：荒木
型：志戸桶（Ｄ型との差はごくわずかで、集落内にはＤ型的な人もいる）
型：佐手久
型：小野津（通常相の音調型に多少個人差がある）
〃Ｂ
Ｃ
Ｄ
〔
Ｈ
〕
２．２アクセントパターンの分類
これらの諸タイプでまず目につくのは、継続相におけるＡ・Ａ′型とそれ以外との語形の
長さの違いである。これは語形成の違いを反映しているもので、通時論的命名を用いるなら
ば、Ａ・Ａ′型は「ヲリ形｣、残りのＢ型以下は「テヲリ形」である。Ａ系列とＢ系列以下
との違いは「テ」の有無に由来し、「飛ぶ」であれば、それぞれ「トビヲリ」と「トビテヲ
リ」に対応する形に基づくものと推定きれる。
ただし、元来ヲリ形よりも長い語形になるはずのテヲリ形は、音便形を経て融合が進んだ
結果、(3)の湾や(4)のＢ型以下に見るように今では通常相と同じ拍数になっている。それに対
してヲリ形の方は、(4)のＡ・Ａ’型に見るように、通常相より拍数が１拍多い形になってい
るく注4>・具体的にはＡ型の川嶺(かわみね)の例(6)を参照。
(6)川嶺方言の通常相と継続相の音調型
ＩⅡ
通常相：「tu｣bi｢Ｎ《飛ぶ》、u｢mi｣Ｎ《飲む》
継続相：rtu｣bo｢Ｕｉｎｕ｢ｍｏ｣xｉ
ｌ
｢,aga｣ri｢Ｎ《上がる》
｢，aga｣ro｢Ｕｉ
Ⅱ
｢sa｣ga｢ri｣Ｎ《下がる》
｢sa｣ga｢ro｣ｘｉ
しかしながら、継続相で拍数が増えているＡ型(川嶺）.Ａ'型(上嘉鉄)の場合でも、
ａ）通常相Ｉの継続相が、Ⅱのアクセント型/○○｢○○,○○○｢○○,…/(－②型)、
ｂ）通常相Ⅱの継続相が新しいアクセント型/○｢○○○,○○｢○○○,…/(－③型)、
をそれぞれとるという事実に変わりはない。一見、（6)は通常相も継続相も同じ音調型のよう
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に見えるが、実は(3)と同一の交替を見せているのである。
Ａ型とＡ′型の差はわずかで、通常相Ⅱの継続相(｢Ⅱ継｣)において、昇り核のある拍の後
が低くなるか、次末拍まで高くなるかにある。その他、継続相の語音に‐i/-riの相違があ
る。
次にＢ型とＢ型は、通常相Ｉの継続相がⅡで出てアクセントを異にし、しかも「Ⅱ継」
で前次末拍に核のある新しいアクセント型が現われる、というこれまで見てきたパターンで
共通している。このＢ型とＢ′型の２つが喜界島の動詞の主流アクセントタイプである。両
型の差は昇り核の後の音調にあり、Ａ型とＡ′型との差に平行的である。
Ｂ"型（荒木）は、昇り核の前に３拍以上ある場合の語頭拍が「低」になっている点だけ
がＢ′型と異なっている。
以上に見るように、Ａ－Ｂ”型は、その語構成は違っていても、いずれも通常相と継続相
で別のアクセントをとることで共通している。それに対して、Ｃ型（志戸桶)、Ｄ型（佐手
久)、Ｅ型（小野津）の３方言は、相に応じたアクセントの交替がないのが特徴である。し
たがって、「相によるアクセント交替の有無」という点から見れば、Ａ－Ｂ"型までとＣ型
以降との間に最も大きな相違があり、継続相におけるＡ・Ａ’型とその他の型との長ざの違
い（語形成の差）は二次的なものと位置付けられることになる。
ただしＣ型（志戸桶）は、話者によっては３拍語の共通語４段動詞にのみアクセントの区
別がある。たとえば、前稿(1)の話者はtu｢ju｣Ｎ《取る》に対する継続相は｢tu｣tu｢iを答えて
いる（共通語１段動詞の、i｢ju｣Ｎ《見る》に対しては、i｢Cju｣i)。もっとも、これは体系的
に見て均衡が取れていない形である。そのためか、同じ志戸桶でも、前稿(2)のように、ｔｕ
｢ju｣N、ｔｕ｢Tu｣ｉ（=mi｢ju｣N、ｍｉ｢Cju｣i）で区別のない話者もいる。
Ｄ型（佐手久）は、通常相と継続相が完全に同じアクセントをもつ。（志戸桶の話者(2)は、
このＤ型と事実上同一ということになる。Ｃ型とＤ型は５拍語の音調型に違いはあるが、そ
れでも時にＣはＤ、ＤはＣの現われ方をすることがある｡）Ｃ型とＤ型は、特にＩの音調型
がＡ系列やＢ系列と異なる。
Ｅ型（小野津）は、Ｉ、Ⅱとも、その音調型が他集落と大きく違う点が目立つ。通常相３
拍語は、Ａ系列やＢ系列と高低が入れ換わっているくらいである。
３具体例
(4)の具体例を以下に掲げるく注5>゜(5)の代表地点で示す。川嶺は一部(6)と重複するが、全
体的な対比のために再褐する。荒木の-iはｉの鼻母音。
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３．１Ａ型のアクセントーー川嶺
３拍１通「Cji｣ri｢Ｎ《着る》
３拍Ｉ継rCji｣ro｢x｣ｉ《着ている》
｢,u｣su｢Ｎ《押す》「ｑｉ｣Cju｢Ｎ《聞く》
｢'u｣so｢x｣ｉ《押している》「Cji｣Cjo｢x｣ｉ《聞いている》
3拍Ⅱ通ｍｉ｢ri｣Ｎ《見る》
3拍Ⅱ継ｍｉ｢ro｣ｘｉ《見ている》
､u｢mi｣Ｎ《飲む》Ｆｕ｢Cju｣ｉ《吹<》
､u｢mo｣ｘｉ《飲んでいる》Ｆｕ｢Cjo｣ｘｉ《吹いている》
4拍１通「，agi｣i｢Ｎ《上げる》「TudmCju｢Ｎ《続く》
4拍Ｉ継「，agi｣jo｢x｣ｉ《上げている》「Tudu｣Cjo｢x｣ｉ《続いている》
4拍Ⅱ通「sa｣gi｢i｣Ｎ《下げる》「sa｣ga｢ri｣Ｎ《下がる》
4拍Ⅱ継「sa｣gi｢jo｣ｘｉ《下げている》rsa｣ga｢ro｣ｘｉ《下がっている》
5拍１通「,uKuri｣i｢Ｎ《遅れる》
5拍Ｉ継「，uKuri｣jo｢x｣ｉ《遅れている》
5拍Ⅱ通「waUri｢i｣Ｎ《分かれる》
5拍Ⅱ継rwaMi｢jo｣ｘｉ《分かれている》
型のアクセントーー上嘉鉄
｢Cji｣ri｢Ｎ《着る》
｢Cji｣ro｢Ｕｒｉ《着ている》
３．２Ａ′
３拍１通
３拍Ｉ継
｢,u｣sji｢ｘ《押す》「Cji｣Cji｢ｘ《聞く》
｢,u｣so｢x｣ri《押している》「Cji｣Cjo｢x｣ri《聞いている》
3拍Ⅱ通、i｢ri｣ｘ《見る》、u｢mi｣ｘ《飲む》Ｆｕ｢Cji｣：《吹〈》
3拍Ⅱ継ｍｉ｢ro:｣ri《見ている》、u｢mo:｣ｒｉ《飲んでいる》Ｆｕ｢CjoUri《吹いている》
4拍１通「，agi｣i｢：《上げる》．「，aga｣ri｢ｘ《上がる》
4拍Ｉ継「，agi｣jo｢Ｕｒｉ《上げている》「，aga｣ro｢x｣ｒｉ《上がっている》
4拍Ⅱ通「sa｣gi｢i｣：《下げる》「sa｣ga｢ri｣：《下がる》
4拍Ⅱ継「sa｣gi｢jox｣ｒｉ《下げている》「sa｣ga｢roUri《下がっている》
5拍１通「katami｣i｢：《固める》
5拍Ｉ継「katami｣jo｢Ｕｒｉ《固めている》
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5拍Ⅱ通「nagaJi｢i｣：《流れる》
5拍Ⅱ継「naga｣ri｢jo｣xri《流れている》
３．３Ｂ型のアクセントーー塩道
３拍１通「Cji｣ju｢ｉ《着る》「，u｣sju｢i《押す》「Cji｣Cju｢ｉ《聞く》
３拍Ｉ継Cji｢Cju｣ｉ《着ている》，u｢Cju｣ｉ《押している》Cji｢Cju｣ｉ《聞いている》
3拍Ⅱ通ｍｉ｢ju｣ｉ《見る》、u｢mu｣ｉ《飲む》
3拍Ⅱ継「mi｣Cjui《見ている》「､u｣dui《飲んでいる》
Ｆｕ｢Cju｣ｉ《吹〈》
｢Fu｣Cjui《吹いている》
4拍１通「'agi｣ju｢ｉ《上げる》
4拍Ｉ継「，a｣gi｢tu｣ｉ《上げている》
｢Tudu｣Cju｢i《続く》
｢Tu｣du｢Cju｣ｉ《続いている》
4拍Ⅱ通「sa｣gi｢ju｣ｉ《下げる》
4拍Ⅱ継ｓａ｢gi｣tui《下げている》
｢sa｣ga｢ju｣ｉ〈下がる》
ｓａ｢ga｣tui《下がっている》
5拍１通「pazjimi｣ju｢i《始める》
5拍Ｉ継「pazji｣mi｢tu｣ｉ《始めている》
5拍Ⅱ通「jabu｣ri｢ju｣ｉ《破れる》
5拍Ⅱ継rja｣bu｢ri｣tui《破れている》
3．４Ｂ型のアクセント--羽里
３拍１通「cji｣ru｢Ｎ《着る》
３拍Ｉ継cji｢cju｣ｉ《着ている》
｢'u｣su｢Ｎ《押す》「cji｣cju｢Ｎ《聞く》
'u｢cju｣ｉ《押している》cji｢cju｣ｉ《聞いている》
3拍Ⅱ通ｍｉ｢ru｣Ｎ《見る》
3拍Ⅱ継「micju｣ｉ《見ている》
、u｢mi｣Ｎ《飲む》
｢nudu｣ｉ《飲んでいる》
Ｆｕ｢cju｣ｉ《吹〈》
｢Fucju｣ｉ《吹いている》
4拍１通「，agi｣ru｢Ｎ《上げる》
4拍Ｉ継「，a｣gi｢tu｣ｉ《上げている》
｢Tudu｣Cju｢i《続く》
｢Tmdu｢Cju｣ｉ《続いている》
－１５２－
Hosei University Repository
｢sa｣ga｢ri｣Ｎ《下がる》
ｓａ｢gatu｣ｉ《下がっている》
4拍Ⅱ通「sa｣gi｢ru｣Ｎ《下げる》
4拍Ⅱ継ｓａ｢gitu｣ｉ《下げている》
5拍１通「hazjimi｣ru｢ｉ《始める》
5拍Ｉ継「hazjimi｢tu｣ｉ《始めている》
5拍Ⅱ通「jabu｣ri｢ru｣ｉ《破れる》
5拍Ⅱ継「ja｣bu｢ritu｣ｉ《破れている》
３．５Ｂ″型のアクセントーー荒木
３拍１通「Cji｣ru｢-i《着る》「,u｣su｢‐ｉ《押す》「Cji｣Cju｢-i《聞く》
３拍Ｉ継Cji｢Cju｣-ｉ《着ている》,u｢Cju｣-i《押している》Cji｢Cju｣-ｉ《聞いている》
、u｢mi｣Ｎ《飲む》Ｆｕ｢CjuJi《吹〈》
｢nuduJi《飲んでいる》「FuCju｣-i《吹いている》
3拍Ⅱ通、i｢ru｣-ｉ《見る》
3拍Ⅱ継「miCjuJi《見ている》
4拍Ｉ通，a｢ngi｣ru｢-ｉ《上げる》Ｃｕ｢Cu｣Cju｢-ｉ《続く》
4拍Ｉ継「,a｣ngi｢Tu｣-i《上げている》「Cu｣Cu｢Cju｣‐i《続いている》
4拍Ⅱ通「sa｣ngi｢ruJi《下げる》「sa｣nga｢ru｣‐i《下がる》
4拍Ⅱ継ｓａ｢ngiTuJi《下げている》ｓａ｢ngaTu｣‐ｉ《下がっている》
5拍Ｉ通ｈａ｢zjimi｣ru｢-ｉ《始める》
5拍Ｉ継ｈａ｢zji｣mi｢TuJi《始めている》
5拍Ⅱ通ｊａ｢bu｣ri｢ｒｕＪｉ《破れる》
5拍Ⅱ継「ja｣bu｢riTuJi《破れている》
３．６Ｃ型のアクセントーー志戸桶
３拍１通「Kiju｣Ｎ《着る》「，usu｣Ｎ《押す》「KiKju｣Ｎ《聞く》
３拍Ｉ継rKiCju｣ｉ《着ている》「，ucju｣ｉ《押している》「KiCju｣ｉ《聞いている》
3拍Ⅱ通ｍｉ｢ju｣Ｎ《見る》、u｢mju｣Ｎ《飲む》Ｆｕ｢kju｣Ｎ《吹<》
3拍Ⅱ継ｍｉ｢Cju｣ｉ《見ている》「､u｣｡u｢ｉ《飲んでいる》「Fu｣cju｢ｉ《吹いている》
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4拍１通「，angI｣juN《上げる》
4拍Ｉ継「，angl｣Tui《上げている》
｢CuCu｣kjuN《続く》
｢CuCu｣Cjui《続いている》
4拍Ⅱ通「sa｣､91｢ju｣Ｎ《下げる》rsamga｢ju｣Ｎ《下がる》
4拍Ⅱ継「sa｣､91｢tu｣ｉ《下げている》「sa｣nga｢tu｣ｉ《下がっている》
5拍１通「haTamljuN《固める》
5拍Ｉ継「haTamltui《固めている》
5拍Ⅱ通「waUri｢ju｣Ｎ《分れる》
b
5拍Ⅱ継「waUri｢tu｣ｉ《分れている》
３．７Ｄ型のアクセントーー佐手久
３拍１通「Kiju｣Ｎ《着る》「'usu｣Ｎ《押す》「KiKju｣Ｎ《聞く》
３拍Ｉ継「KiCju｣Ｎ《着ている》「，uCju｣Ｎ《押している》「KiCju｣Ｎ《聞いている》
3拍Ⅱ通ｍｉ｢ju｣Ｎ《見る》、u｢mju｣Ｎ《飲む》Ｆｕ｢Kju｣Ｎ《吹〈》
3拍Ⅱ継ｍｉ｢Cju｣Ｎ《見ている》、u｢｡u｣Ｎ《飲んでいる》Ｆｕ｢Cju｣Ｎ《吹いている》
4拍１通「'angl｣juN《上げる》
4拍Ｉ継「，angl｣TuN《上げている》
｢Tudu｣KjuN《続く》
｢Tudu｣ｑｕＮ《続いている》
4拍Ⅱ通「samgI｢ju｣Ｎ《下げる》「sa｣nga｢ju｣Ｎ《下がる》
4拍Ⅱ継「sa｣､91｢Tu｣Ｎ《下げている》「sa｣nga｢Tu｣Ｎ《下がっている》
5拍１通「Fazjiml｣juN《始める》
5拍Ｉ継「Fazjiml｣TuN《始めている》
5拍Ⅱ通「､a｣ngari｢ju｣Ｎ《流れる》
5拍Ⅱ継「nangari｢Tu｣Ｎ《流れている》
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３．８Ｅ型のアクセントーー小野淳
３拍Ｉ通Ｋｉ｢ju｣ｉ《着る》
３拍Ｉ継Ｋｉ｢Cu｣ｉ《着ている》
'u｢su｣ｉ《押す》Ｋｉ｢Kju｣ｉ《聞く》
'u｢Cu｣ｉ《押している》Ｋｉ｢Cu｣ｉ《聞いている》
3拍Ⅱ通「mi｣ju｢ｉ《見る》「numju｢ｉ《飲む》「Fu｣kju｢ｉ《吹〈》
3拍Ⅱ継「mi｣Cu｢ｉ《見ている》「､u｣｡u｢ｉ《飲んでいる》「Fu｣Cu｢ｉ《吹いている》
'a｢nga｣jui《上がる》
,a｢nga｣tui《上がっている》
4拍１通'a｢､91｣jui《上げる》
4拍Ｉ継，a｢､91｣tui《上げている》
4拍Ⅱ通「sa｣nglju｢ｉ《下げる》「'o｣xnju｢ｉ《泳ぐ》
4拍Ⅱ継「sa｣ngltu｢ｉ《下げている》「'０｣xzu｢i《泳いでいる》
5拍Ｉ通ｐａ｢zjimIjui《始める》
5拍Ｉ継ｐａ｢zji｣mlTui《始めている》
5拍Ⅱ通「namgari｢ju｣ｉ《流れる》
5拍Ⅱ継「､a｣ngari｢tu｣ｉ《流れている》
４アクセントの文法的弁別機能
Ｂ系列(Ｂ，Ｂ’，Ｂ"）の方言にＢ，Ｂ’，Ｂ"）の方言においては、通常相と継続相が語音の面（セグメンタルな部
分）で同一の形をとり、アクセントのみでこの２つの相の違いを示す動詞がある。
４．１語幹末子音一Cjの場合
塩道(しおみち,Ｂ型)方言では、動詞の語幹末子音は(7)のようになっている。「通常相//継
続相」の形で示す。それぞれ「連用形十ヲリ（＋α)」／／「連用形十テヲリ（＋α)」からなる
ものである。以下、◎印をつけた語幹末子音に注目きれたい。／/の両側で同形になっている
部分である。続く括弧内は対応する共通語の動詞活用行である。ただし「居(を)る、ある筆
する、来る」は除く。また、共通語の１段動詞は方言では子音幹(-rないし-j)扱いきれて４
段動詞と同じになるが、語幹が１拍のもの（｢着る、煮る、見る｣）は、継続相でｉに続く
ｔが口蓋化きれてｃｊとなった結果、別の交替枠を形成している。以下に１拍１段動詞とあ
るのはそれをきすく性6>。
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(7)塩道方言の語幹末子音
。-cj//-ｃｊ（力行）
-,j//-zｊ（ガ行･ナ行）
-s//-Cｊ（サ行）
‐Cj//-cCj（夕行）
‐b//－． （バ行）
-m//－． （マ行）
‐j//-ｔ （ラ行･ワ行）
‐j//-cｊ（１拍１段動詞）
(7)に類するパターンを示す地点は以下の通り（アクセントの分布との違いに注意)。
坂嶺、中熊、先内、大朝戸?、滝川、池治、中里、嘉鈍、白水?、塩道
一方、羽里(はざと，Ｂ′型)方言では、(8)のようになっている。(7)との違いは、ラ行の子
音が‐ｒを保持していて、ワ行のそれと区別がある点である。
(8)羽里方言の語幹末子音
。-cj//-ｃｊ（力行）
-,j//-zｊ（ガ行･ナ行）
-s//-Cｊ（サ行）
‐Cj//-cCj（夕行）
‐b//－． （バ行）
－m//－． （マ行）
‐r//-ｔ （ラ行）
－j//-ｔ （ワ行）
‐r//-Cｊ（１拍１段動詞）
(8)に類するパターンを示す地点は以下の通り。
島中、城久、赤連、湾、羽里、荒木、手久津久
上に掲げた地点では、(7)でも(8)でも、共通語の力行動詞が通常相と継続相において同一の
語音となる(‐Cj)。しかるに、Ｂ系列では通常相と継続相とで異なるアクセントをとるので、
結果として、これらの語形ではこの２つの相の違いがアクセントのみによって示きれること
になる。塩道に代表きせて(9)にその語例をあげる。
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(9)アクセントのみによる対立例(塩道方言）
３拍(力行)１通「Cji｣Cju｢ｉ《聞く》
Ｉ継Cji｢Cju｣ｉ《聞いている》
Ⅱ通Ｆｕ｢Cju｣ｉ《吹〈》
Ⅱ継「Fu｣Cjui《吹いている》
4拍(力行)１通「Tudu｣Cju｢ｉ《続く》
Ｉ継「Tu｣｡u｢Cju｣ｉ《続いている》
Ⅱ通「mimga｢ｑｕ｣ｉ《磨く》
Ⅱ継、i｢nga｣Cjui《磨いている》
４．２語幹末子音一CL-zj,－．の場合
花良治(けらじ，Ｂ′型)方言では、語音の面での同形が、力行の‐Cj、ガ行４拍動詞の
-zj、バ行の－．にわたって出てくる。この方言の語幹末子音は(10)のようになっている。同
形にはなっていないが、マ行の－，の形にも注意されたい。
001花良治方言の語幹末子音
。-cj//-ｃｊ（力行）
‐j//-zｊ（ガ行３拍動詞
。-zj//-zｊ（ガ行４拍動詞
一s//-Cｊ（サ行）
‐Cj//‐cCj（夕行）
‐､//-zｊけ行）
◎-.//－． （バ行）
-,//－． （マ行）
‐r//-ｔ （ラ行）
－j//-ｔ （ワ行）
‐r//-Cｊ（１拍１段動詞）
｢継ぐ、漕ぐ、剥ぐ｣）
｢繋ぐ、扇ぐ｣、ただし「研ぐ｣）
花良治方言は、ガ行３拍動詞では‐j//-ｚｊで区別があるものが多いが、ガ行４拍動詞で
は‐zj//-zjで同形となっている。(１０に例をあげるく注7>。
01）ガ行３拍動詞とガ行４拍動詞(花良治方言）
３拍(ガ行)１通「Tu｣ju｢ｉ《継ぐ》Ⅱ通Ｆｕ｢ju｣ｉ《漕ぐ》
Ｉ継Ｔｕ｢zju｣ｉ《継いでいる》Ⅱ継「Fuzju｣ｉ《漕いでいる》
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4拍(ガ行)１通「Tuna｣zju｢ｉ《繋ぐ》
Ｉ継「Tu｣､a｢zju｣ｉ《繋いでいる》
Ⅱ通「，o｣:｢zju｣ｉ《扇ぐ〉
Ⅱ継，o｢:zju｣ｉ《扇いでいる》
ざらに、他地点で唇音で出る語幹末子音が花良治方言では歯音で現われる（ｍｊ＞､、ｂｊ＞ｄ
の変化による)。このため、「飛ぶ」などのバ行動詞も、通常相と継続相において語音が同形
になる。
その結果、語幹末子音が‐Cj,-zj(ガ行４拍動詞のみ),－．のときに、通常相と継続相の違
いが(12)のようにアクセントだけで表わきれる。ガ行４拍語の例は(､)を参照。
02）アクセントのみによる対立例(花良治方言）
３拍(力行)１通「Cji｣cju｢i《聞く》Ⅱ通Ｆｕ｢cju｣ｉ《吹〈》
Ｉ継Cji｢Cju｣ｉ《聞いている》Ⅱ継rFucju｣ｉ《吹いている》
3拍(バ行)１通「tu｣du｢ｉ《飛ぶ》
Ｉ継ｔｕ｢｡u｣ｉ《飛んでいる》
Ⅱ通適当な語例ナシ<注8〉
Ⅱ継適当な語例ナシ
4拍(力行)１通「Tudu｣cju｢ｉ《続く》
Ｉ継「Tu｣｡u｢cju｣ｉ《続いている》
Ⅱ通「mi｣ga｢cju｣ｉ《磨く》
Ⅱ継ｍｉ｢gacju｣ｉ《磨いている》
4拍(バ行)１通「nara｣｡u｢i《並ぶ》
Ｉ継「､a｣ra｢｡u｣ｉ《並んでいる》
Ⅱ通「ha｣ku｢｡u｣ｉ《運ぶ》
Ⅱ継ｈａ｢kudu｣ｉ《運んでいる》
５語音末子音の合流とアクセント交替との相補関係
先に見たように、志戸桶（Ｃ型)、佐手久（Ｄ型)、小野津（Ｅ型）の北部３方言では、通
常相と継続相の問でアクセント交替が起こらない。しかしその代わりに、Ｂ系列とは異なり、
これらの方言では動詞語幹末子音の合流はどの行でも起こっていない。
佐手久方言の例を⑬にあげる。力行、バ行、マ行を含むどの行も通常相と継続相で形が異
なることに注意。志戸桶・小野津両方言もこれとよく似ており、わずかにガ行通常相が
-ngj(時に-9j)、夕行通常相が‐Ｃで現われる点などが違うだけである。
03）佐手久方言の語幹末子音
-Kj//-cｊ（力行）
-nj//-zｊ（ガ行･ナ行)<注9〉
-s//〒Cｊ（サ行）
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(夕行）
(バ行）
(マ行）
(ラ行･ワ行）
(１拍１段動詞）
-Cj//‐cCj
-bj//-d
-mj//-.
-j//-t
-j//-cｊ
他方言との特に目立つ違いは、力行動詞の通常相語幹末子音における通時的な口蓋化の有
無にある。他では口蓋化している(-Cj)のに対して、佐手久などの北部３方言では‐Kj(-kj）
のまま残っている点である。隣り合う集落の佐手久と塩道の「焼く」の例(14)を参照。ここ
に言う「口蓋化」とは、ｉが直前のｋをＣｊに変えることのみをざす。継続相でもそのｉ
が後続のｔをｑに変えているが、これは島内全域で生じている。－Kj//-ｃｊと-cj//-ｃｊ
の違いを生んでいるのは通常相でのｋの口蓋化の有無である。
04）佐手久方言と塩道方言との比較
佐手久塩道
１通「jaKju｣Ｎ 「ja｣Cju｢ｉ
ｌ継「jaCjmN ja｢Cju｣ｉ
力行を含めて島内における語幹末子音の現われ方をまとめたのが地図２である。これをア
クセントの地図１と比べ合わせると、語幹末子音の合流とアクセント交替とは地理的相補分
布をなしていることが一段と明瞭になる。通常相と継続相でアクセント交替のない地点では、
２つの相は語音自体で区別きれている。逆に、両相がどこかの行で同形になっている方言で
は、それをアクセントが弁別しているのである。この結果、語音・アクセント両面で区別を
するヲリ形を含め、すべての方言の、すべての行の動詞で通常相と継続相との区別がなきれ
ていることになる。
注
lこの現象に気付いた経緯については前稿pl63を参照。これに関する先行文献の有無は
未詳。もしや松本泰丈氏によって記述きれていなかったかと問い合わせてみたが、発表物
はない由。ただし氏は、島内の大朝戸(おおあさと)方言にこの現象があることにすでに気
付いておられた。
２○で示した１拍目の音調は、詳しく言うと、低くも出るが、通常は低降り調で、時に
うっかりするとＩと聞き紛れる恐れがあるくらいである。むしろ①●○の方がこの現象が
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表わざれ、全体の体系もよく見えるかもしれない。いずれにせよ/○｢○○/である。
３上嘉鉄周辺の東海岸の集落が分布上から注目きれるにもかかわらず、それらを調査する
時間がなかったのが心残りである。花良治の北東にある阿伝(あでん)集落もごく－部しか
調査していないが、
「聞く」「Cji｣Cju｢i//Cji｢Cju｣i;Cji｢Cji｣gu｢i(前稿p､172を訂正）
「咲く」ｓａ｢Cju｣i//｢sa｣Cjui;｢sa｣Cjigui(同じくｐ､173を訂正）
などのデータから見て、テヲリ形とヲリ形の併用と判断きれる。ｇｕｉはそのまま「ヲリ」
に規則的に対応する形である。「sa｣Cjiguiは「sa｣Cjigu｢ｉも記録してあり、アクセント的
にｇｕｉが独立する２単位形であることを示す。（なお、１類語に分類されている「咲く」
は全島で第２類に当たる形で現われる。これは実は喜界島だけに限らない｡）
小野津の南西に位置する伊実久(いざね〈）も、名詞のアクセントから見て喜界島のアク
セント史を考える上で欠かせない地点であるが、話者にうまく巡り会えず、断念した。
４現在の通常相終止形も「連用形十ヲリ(＋α)」に由来するものであるが、この新しい
ヲリ形は、古いヲリ形が継続の意味を失いかけた段階で、明示的に継続相を表わす形とし
て、再度同様のプロセスを繰り返して生まれた二次的な形であろう（注３の阿伝方言の
‐guiの形も参照)。川嶺・上嘉鉄両方言で「ヲリ」に対応する部分が長音形になっている
のは、‐Ci(w)ori＞-Cｑｒｉ（ここの-Cは子音一般）という一種の代償延長によるものであ
ろう。モーラ数を一定に保つ働きである。
５前稿にも記したように語中の喉頭化の有無の表記は不統一な点があるが、本稿の論旨に
は影響しない。Ｃｊｉとcji、Ｃｊｕとｃｊｕなどは、それぞれ事実上同じと見てよい。
６ｉによる後続ｔの口蓋化は、本来、語幹の長きに関わらないはずであるが、「起きる、
落ちる」など、語幹が２拍の上1段動詞は（広く琉球諸方言で）あたかも下１段動詞に対
応するような形をもつために生じた制限である。
その他に、語幹末子音の表からはみ出す個別的な例外があるが、それらは本論のテーマ
から外れすぎるので簡単に注記するにとどめる。「切る」は１拍１段動詞と同じ振る舞い
をする。「言う」は‐j//‐Ｃｊである。「入る(いる)」は、‐r(ないし-j)//-cCjとなる。「育
つ」は力行に、「生きる」は夕行に、それぞれ準ずる方言が多い。「眠る、被る」の－bur
（-mur)、「削る」の‐zur、「交じる」の‐zir、「握る」の‐girなどは、音変化の結果、
例外的な形を取る方言が多い。特に「交じる」は、羽里・中里・湾方言において、語音が
－ｚｊの形で同形となり、アクセントだけで２つの相が区別きれている。「ma｣Ｎ｢zju｣i/／
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｢maNzju｣ｉ（羽里）など。
７調査は不十分ながら、伊砂(いきご’Ｂ′型)方言でも、ガ行動詞の通常相と継続相の語
音が同じになっている。ここでは語幹の長ざは関与しない。４拍語は花良治の例があるの
で、３拍語の例をあげる。やはり子音は－ｚｊで、力行の‐ｃｊと平行的である。
３拍(ガ行)１通「Cu｣zju｢ｉ《継ぐ》Ⅱ通ｋｕ｢zju｣ｉ《漕ぐ》
Ｉ継Ｃｕ｢zju｣ｉ《継いでいる》Ⅱ継「kuzju｣ｉ《漕いでいる》
‐ｚｊで出るのはガ行子音が[１７］(=､g)ではなく[g]であるためであるが（Cf.(7)(8)の‐､j)、
実際には、すべての動詞で規則的に現われるのではなく、「'０｣:｢nju｣ｉ《泳ぐ》、「niN｣nju｢ｉ
《握る》など、共通語形とかなりかけ離れた形をとる－部の単語には-,ｊが出ている。
このことと、我々の話者が1943(昭和18)年生まれという比較的若い世代であることとを考
え合わせると、－ｚｊで同形になるのは新しい現象で、伊砂も古くはガ行動詞は－，j//-ｚｊ
で区別されていた可能性が高い。
花良治方言の‐ｊは、＜－１(-は鼻音化)＜-,9ｊに由来する（鼻母音の段階は隣の阿伝に
見られる。Ｆｕ｢-u｣ｉ《漕ぐ》など)。花良治の‐ｚｊも新しいものであろう。なお、継続相
の‐ｚｊは、ｉが続くｄｅ(＜te）の。を口蓋化した形である。
ちなみに、島内で[ワ]がある地域では、自分たちのガ行子音は[mであることを自覚し
指摘してくれる話者が多かった。興味深いのは、その中に、標準語（共通語）は[ワ]では
なくて[g]でありテレビなどでもそう発音している、と指摘した人が何人かいたことであ
る。このことは、喜界島でも［ワ］＞[g]の変化の進むことを示唆している。
８これは、すでに知られているように、２拍第２類にバ行動詞がないためである。
９前稿p､174の佐手久に「sinju｣Ｎ//｢sinju｣Ｎとあるのは、「sinju｣Ｎ//｢sizju｣Ｎの誤り。
前稿には、他にも明らかな入力ミスや調査ミスかと疑われる点もあるが、正誤表は別の機
会とする。
［引用文献］
上野善道・西岡敏(1994）「喜界島方言の用言のアクセント資料」アジア・アフリカ言語文化研究所
『文法研究』22,161-312
［附記］
喜界島の現地調査と本考察は、1992.93.94年度に三菱信託山室財団から受けた研究費（代表者土田
滋教授）によって行なったものである。なお、喜界島調査に際しては、岡村博樹・美子御夫妻のご協
力もあった。話者の方々へと同様、記して御礼申し上げる。
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なお本論は、西岡が草稿を書き、上野がそれを自らの立場から書き直して成ったものである。２人
の調査の分担は、前稿のpp､161-162に記してある。地図の作成は西岡による。作図には福嶋秩子氏作
成のソフトSEALを利用した。福嶋氏には、地図化に際しいろいろお世話になった。
［補記］
原稿提出後、上野が浦原（うらばる、川嶺と上嘉鉄と花良治の間)、蒲生（かもう、阿伝と花良治の
間)、伊実久を新たに調査し、資料が部分的であった小野津(1)、阿伝、大朝戸も補充する機会を得た。
浦原は｢tu｣bi｢://｢tu｣bjo｢:｣ｉ《飛ぶ》でＡの川嶺型。蒲生はく注3〉の阿伝と同様に-gui形との併用で、
音調型は｢ma｣Cju｢i//ma｢Cju｣i、ｍａ｢Cji｣gui《巻く》、ｍｉ｢u｣i//｢miCju｣i、「miqi｣gui《見る〉などであ
り、一方、語幹末子音は（-rを除き）花良治型である。伊実久は語幹末子音も含め塩道に近いが、「'a」
Tuma｢ju｣i//｢，a｣Tu｢ma｣Tui《集まる》のように、語頭は１拍しか高くならず、核の後の「高」の延長
もない。その他、詳細は近刊の『文法研究』２３号を参照。
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